
   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

   

  

   

  

 

 

  

【
問
】
民
営
化
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
（
民
営
化
基
本

方
針
３
６
０
人
延
べ
６
４
６
件
・
移

管
法
人
審
査
基
準
73
人
延
べ
３
１

２
件
）
で
は
民
営
化
反
対
や
内
容
が

不
十
分
と
い
う
声
が
多
い
。
し
か

し
、
市
は
強
引
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ

り
き
の
民
営
化
を
進
め
て
い
る
。
市

民
と
の
合
意
形
成
の
あ
り
方
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
。 

【
答
】
市
の
考
え
な
ど
は
既
に
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。 

【
問
】
民
営
化
移
管
法
人
選
定
基
準

等
を
決
定
す
る
選
定
委
員
会
で
、
重

要
資
料
の
多
く
が
当
日
配
布
さ
れ
、

委
員
か
ら
内
容
が
把
握
で
き
ず
困

惑
し
て
い
る
旨
の
意
見
が
出
た
。
厳

正
な
議
論
の
大
前
提
が
崩
れ
て
い

る
の
で
は
。 

【
答
】
正
式
な
資
料
を
事
前
配
布
で

き
な
か
っ
た
事
は
今
後
改
め
る
。 

【
意
見
】
法
人
の
選
定
に
関
わ
る
重

要
な
資
料
が
当
日
配
布
さ
れ
る
こ

と
は
社
会
通
念
上
あ
り
得
な
い
。
保

護
者
等
か
ら
議
論
の
や
り
直
し
を

求
め
る
抗
議
文
も
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
声
を
真
摯
に
受
け
止

用
で
き
る
よ
う
改
善
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。 

 

市
は
、
「
基
準
は
機
械
的
に
判
断

す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
も
あ

り
、
今
後
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
考

え
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

  

 

市
は
、
従
来
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
基
準
と
し
て
、
障
が
い

や
認
知
症
な
ど
の
要
件
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
条
件
が
厳
し
く
、
利
用

し
に
く
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

（
人
工
肛
門
な
ど
）
や
、
自
宅
で
の

入
浴
が
困
難
な
方
、
そ
の
他
必
要
な

方
が
従
来
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

 

市
の
総
合
事
業
に
移
行
後
、
従
来

相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
て

い
る
人
は
約
３
割
し
か
な
く
、
７
割

は
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
（
４
月
現
在
）
。

基
準
緩
和
型
で
は
、
有
資
格
ヘ
ル

パ
ー
を
無
資
格
者
（
研
修
受
講
）
に

置
き
換
え
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
看
護

師
や
機
能
訓
練
指
導
員
の
配
置
が

必
須
条
件
か
ら
外
さ
れ
ま
し
た
。 

 

国
は
、
介
護
保
険
の
軽
度
者
の
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
を
強
め
て
い
ま
す
。

要
支
援
１
・
２
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
は
、
昨
年
度
か
ら
市
が
実
施
す
る
「
総
合
事
業
」
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
か
ら
「
資
格
の
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
に
来
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
」
な
ど

不
安
の
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

全
国
で
、
学
校
給
食
の
無
償
化
や

保
護
者
負
担
の
軽
減
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
83
の
市
町
村

が
無
償
化
を
実
施
し
、
一
部
軽
減
を

含
め
る
と
４
１
７
（
約
24
％
）
の

市
区
町
村
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。 交

野
市
は
給
食
費
の
徴
収
根
拠

に
、
学
校
給
食
法
第
11
条
の
「
児

童
生
徒
の
保
護
者
負
担
と
す
る
」
を

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
文
科
省
は
「
自

治
体
の
補
助
で
無
償
に
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
通

知
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
子
ど
も
の
食
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確
保
や
子
育

て
支
援
と
し
て
、
国
の
無
償
化
制
度

市
か
ら
「
小
中
学
校
の
適
正
配
置

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

受
け
た
学
校
教
育
審
議
会
で
は
、
１

中
校
区
の
望
ま
し
い
学
校
配
置
案

を
「
交
野
小･

長
宝
寺
小･

第
一
中
学

の
３
校
を
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
と
し
、
設
置
場
所
は
交
野
小
」
と

し
て
い
ま
す
。 

 

審
議
資
料
の
学
校
配
置
評
価
表

で
は
、
「
小
中
学
校
が
同
敷
地
内
な

の
で
移
動
し
や
す
い
」
等
を
評
価
に

総合事業（要支援１・２）の利用状況 

（平成 30年４月分） 

  従来相当 基準緩和型 

訪問 

(ホームヘルプ) 

９６人 ２０５人 

３２％ ６８％ 

通所 

(デイサービス) 

８２人 １６５人  

３３％  ６７％  

 

盛
り
込
む
な
ど
、
小
中
一
貫
校
あ
り

き
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
配
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

学
校
教
育
審
議
会
か
ら
の
答
申

後
に
、
市
は
、
学
校
規
模
や
配
置
を

具
体
化
す
る
「
学
校
規
模
適
正
化
基

本
計
画
」
の
策
定
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
該
当
す
る
長
宝
小
保
護
者
等
へ

の
説
明
会
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。 

学
校
の
統
廃
合
は
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
保
護
者･

地
域
住
民

に
十
分
な
情
報
を
提
供
し
、
時
間
を

 

今
年
４
月
１
日
の
交
野
市
の
待

機
児
童
数
は
８
名
で
す
。 

 

こ
の
間
の
小
規
模
保
育
施
設
の

新
設
等
で
、
待
機
児
童
数
は
減
少
傾

向
で
す
。
し
か
し
、
保
育
を
必
要
と

し
入
所
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
る

の
に
、
入
園
で
き
ず
、
待
機
児
童
数

に
も
含
ま
れ
な
い
【
隠
れ
待
機
児

童
】
が
４
月
１
日
時
点
で
、
１
０
２

名
も
い
ま
す
。 

 

こ
の
中
に
は
、
①
家
と
園
の
距
離

が
遠
く
、
通
え
な
い
た
め
断
っ
た
方

②
４
月
か
ら
入
園
で
き
ず
、
育
休
を

延
長
し
た
方
な
ど
本
来
は
待
機
児

童
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
べ
き
方
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
市
の
定
義
（
国
に
準
ず
る
）

で
は
待
機
児
童
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

 

真
に
待
機
児
童
解
消
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
現
在
の
定
義
を
見
直

し
、
交
野
市
の
施
設
整
備
計
画
に
隠

れ
待
機
児
童
の
解
消
も
盛
り
込
む

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

  

【
小
中
一
貫
教
育･

小
中
一
貫
校
】 

子
ど
も
の
発
達
や
学
校
規
模
に

つ
い
て
十
分
な
議
論
と
実
践
、
根
拠

が
な
い
ま
ま
導
入
さ
れ
、
「
自
己
評

価
が
低
い
」・「
子
ど
も
の
居
場
所
が

見
つ
か
り
に
く
い
」
等
、
実
施
校
で

は
様
々
な
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。 

 

の
創
設
、
市

独
自
の
無
償

化
な
ど
軽
減

策
を
求
め
ま

し
た
。 

 か
け
て
議
論

す
べ
き
問
題

で
す
。 

 

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
あ
り
き
の
民

営
化
方
針
は
見

直
す
べ
き
だ
。 

 


